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API を使用してデータを統合

Digital AdvisorAPIサービスについて学ぶ

Digital Advisor API Servicesは、自動化機能を使用してワークフローを効率化しま
す。API サービスは、 20 以上の異なるサービス領域にグループ化された 100 を超える
API エンドポイントを記述した * API カタログ * を提供します。これらの API はネット
アップのお客様が利用でき、システム情報、ストレージ効率、パフォーマンス、健常
性、アップグレードなど、さまざまな目的に利用できます。

NetApp Digital Advisor は、パフォーマンス、柔軟性、スケーラビリティを向上させるために、
主要な API プラットフォームとして REST API から GraphQL に移行しています。移行は段階
的に行われ、REST API と GraphQL API の間に重複期間が設けられます。廃止予定の REST

API ごとに、 Digital Advisor API カタログに廃止通知が公開され、その特定のエンドポイント
を GraphQL に移行するのに 6 か月かかります。廃止予定のAPIのリストを確認するには、*API

サービス → 参照 → 廃止予定のAPI*に移動します。

APIは、プログラムによってDigital Advisorにアクセスし、コンピューティング環境にデータを戻すことができ
る簡単なコードを記述できるインターフェイスです。Digital Advisorに毎日連絡し、関心のある分野の最新デ
ータを返すような方法でコードを書くことができます。その後、このデータを使用してチケット処理システム
にデータを入力したり、独自のダッシュボード、 Web ページ、レポートを作成したりできます。Digital

Advisor API Catalogには、コードサンプルと機能の両方が用意されており、ブラウザでAPIを試すことができ
ます。

API による自動化は、毎日または毎週のタスクに効率性と正確性を追加する優れた方法です。リソースが解放
され、より複雑なアクティビティの実行や新しいワークフローの自動化が可能になります。たとえば、修正が
必要なシステムヘルスリスクがある場合は、少なくともDigital Advisorからのそれらの項目のプルアウトを自
動化し、チケットシステムにプッシュすることができます。

API カタログ

ページ上部の切り替えボタンを使用すると、 2 つのモードを切り替えてカタログを表示できます。コードビ
ューでは、必要な入力パラメータ、戻りデータの内容と形式、およびコードサンプルに焦点を当てて、ユーザ
がコードを適切に設定し始めるようにします。Experiment ビューでは、メインの API Services ページから取
得した生成されたトークンを使用して、ブラウザで API を「試してみる」ことができます。

どちらのビューでも、左側のナビゲーションペインを使用して、使用可能な項目を参照できます。項目はサー
ビスごとにアルファベット順に分類されています。特定のサービス内で、見出しを展開すると個々の API エ
ンドポイントが表示されます。サービスヘッダーまたは API エンドポイントをクリックすると、中央のペイ
ンにあるカタログの該当するセクションに移動します。

API を使用する

認証され、トークンを生成できるようになったら、トークンを利用して、プログラムによるクエリを作成した
り、データを取得したりできます。API カタログ内から API をテストして、クエリの仕組みと返されるデータ
のタイプを一元的に確認することもできます。これは、システムでコードフレームワークを構築する前に、
API がどのように機能するかを理解するのに役立ちます。
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Digital Advisor API サービスを使用するためのトークンを生成
する

API サービスへの登録やトークンの生成は簡単です。

手順

1. [* クイックリンク * （ Quick Links * ） ] メニューから [* API サービス * （ API Services * ） ] をクリック
します。

2. [*Register] をクリックします。

3. 承認フォームに必要事項を入力し、 [Submit] をクリックします。

アクティブ化は自動的に行われ、瞬時に行われます。Digital Advisor APIの使用が許可されると、プログラ
ムによるAPI呼び出しに使用するトークンを生成できます。これらのトークンを使用して、 API カタログ
内から「試してみよう」を実行することもできます。プログラムによって取得されたトークンは、常にア
クセストークンとリフレッシュトークンの 2 つのセットで構成されます。アクセストークンは、すべての
API を正常に使用するために渡される必要があります（ただし、リフレッシュトークンを使用すると、プ
ログラムによって新しいトークンセットを取得できます）。

4. [Main API Services] ページで、 [Generate Token] をクリックしてアクセストークンを表示およびダウンロ
ードし、トークンを更新して API を呼び出します。

ポータルでは、 1 つまたは両方のトークンを複数の方法でセットに保存できます。クリップボードにコピ
ーしたり、テキストファイルとしてダウンロードしたり、プレーンテキストで表示したりすることができ
ます。

あとで使用できるように、アクセストークンをダウンロードして保存し、トークンを更新する
必要があります。アクセストークンは、生成とリフレッシュトークンの1時間後に期限切れにな
ります。トークンは、7日ごとに再生成し、アプリケーションにインストールする必要がありま
す。これを行うには、アプリケーションにログインする必要はありません。ただし、90日が経
過したら、アプリケーションにログインして新しいアクセストークンと更新トークンを取得す
る必要があります。

Digital Advisor APIカタログを使用してAPIを実行します

API カタログを使用すると、各カテゴリ内のカテゴリや使用可能な API を参照できま
す。

有効なアクセストークンを使用して、必要なフィールドの入力を修正し、 API のテスト呼び出しを実行でき
ます。

GraphQL API にアクセスする

手順

1. [* クイックリンク * （ Quick Links * ） ] メニューから [* API サービス * （ API Services * ） ] をクリック
します。

2. クリック"参照"API カタログ アイコンの下にあります。
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API カタログが表示されます。

3. GraphQL をクリックしてドキュメントを確認します。

4. すぐに実行できるサンプルクエリを使用してGraphQL APIを試してみてください。"Digital

AdvisorGraphQL Studio" 。

5. APIリクエストのヘッダーの認証フィールドを選択してユーザートークンを提供します

6. 必要な変数を提供する

7. クエリを実行して出力を確認する

REST API にアクセスする

手順

1. [* クイックリンク * （ Quick Links * ） ] メニューから [* API サービス * （ API Services * ） ] をクリック
します。

2. クリック"参照"API カタログ アイコンの下にあります。

API カタログが表示されます。

3. *ActiveIQ-Public*をクリックし、任意のAPIを選択します。

4. ページの上部で、トグルを「実験」にスライドします。

5. 左側のナビゲーションでカテゴリを展開し、任意の API を選択して詳細情報を表示します。

6. API を展開します。

7. 右側の [* Try it Out * （試してみてください * ） ] ボタンをクリックします。

8. 必要なパラメータを指定し、 * Execute * をクリックして結果を表示します。

また、 API の * Responses * セクションを調べて、返されるデータをよりよく理解することもできま
す。* 値の例 * をクリックしてデータの形式を表示するか、 * モデル * をクリックし、キャレットをクリ
ックしてセクションを展開し、各エレメントの定義を表示できます。

トグルを * コード * 表示にスライドさせると、さまざまな言語でコードサンプルを表示できます。
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